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らかにしている O さらに，このことを用いて外荷重条件と一定振幅試験結果から実動荷重下のL1K eff
を推定し，先のL1Keffに関するき裂進展則を組み合わせてき裂進展速度を推定する方法を導いている O
第4章ではき裂進展とともにKが漸増ならびに漸減する一定振幅荷重試験を行い，き裂開閉口挙動
に及ぼす荷重履歴の影響を調べている O その結果き裂開口点、Kopは， K増加過程では塑性域す法の 2
---3倍程度き裂が進展すればほぽ定常値に達するが，いったん上昇したKopは容易に低下しないため
-385-
E漸減過程で は これ よりはるか に大きな領域にわた っ て荷重前歴の 影響を受 ける こ とを明らか にし,
ま た こ の こ と から通常K漸滅法で求められ て い る進展曲線 は荷重前歴 に よ っ て はそ の影響を受けて危
険側に 求め られて い る恐れがある ことを指摘するとと もに, Eop の 性質を考慮して荷重前歴の 影響を
受けを い き裂進展曲線を求める試験法を提案して い る｡ さら に , 変動荷重の場合にも最大K値 が漸増
ある い は漸減する場合に はき裂開口点は荷重前歴の 影響を受ける の で, 第3章で導 い た推定法を用い
る際の , こ の 点に関する注意点に つ い て述 べ て い る ｡
第5章では比較的高 い K値領域にお い て行 っ た実働荷重試験 に つ い て述 べ , 第 3章で導 い た推定法
が広範囲の K値条件 に対 して適用で きる ことを確認して い る ｡
第6章は結論であり, 本研究で得られた結論をまと めて述 べ て い る ｡
論 文 の 審 ∃巨 結 果 の 要 旨
近年実働荷重を受ける機械 , 構造物の 疲労強度 に つ い て フ ェ イ ル セ ー フ 的な設計をせぎるを得を い
場合が多くなり , こ の た め実働荷重下の 疲労き裂の 進展挙動を明らか に し進展速度を推定する こと が
必要とな っ てきて い る｡ こ の 論文は実働荷重の うちで最も基本的で実際上も重要と思われる ラ ン ダム
を含む定常的な実働荷重の場合に つ い て こ の 間題を明らか に しようと したもの である ｡ そ の 主な成果
は定常的な多段多重, 重畳, 擬似 ラ ン ダ ム など の各種波形の 変動荷重に よる疲労き裂進展試験 を行 い ,
試験機の 制御計測 にミ ニ コ ン ピ ュ ー タ を用 い , 各サイ ク ル の き裂開閉口 挙動を分離して測定してき裂
開閉口 お よび進展挙動を調 べ , こ れ より き裂進展速度は有効応力拡大係数ムEe′′ に つ い て レ ン ジ ペ ア
カ ウ ン トを行 い △Ke′′ に 関する修正 マイ ナ ー 形 の進展則を適用すればほ ぼ安全例の 推定 が得ら れる こ
とを見出し , ま た△Ke′′を求め る に必 要なき裂開口点は, 荷重が変動しても定常状態でほぼ 一 定 の値
をと り, そ の値 は変動波形に含まれ る最大
.
の レ ン ジ ペ ア に より定ま り, 対応する 一 定荷重振幅試験の
場合とほ ど等 しくをるこ とを明らかに した こと である｡ こ の 結果から簡明で合理的な定常実働荷重に
対する疲労き裂進展速度の 推定法を導き , こ れ がき裂進展下限界以下の億 レ ベ ル から高 レ ベ ル に至る
広 い 領域で成り立 つ こ とを確 かめ て い る ｡ さら に き裂開閉口 挙動に お よぼす荷重履歴の 影響に つ い て
も興味ある新し い 知見を得, こ れに よる危険側 の影響をさけて き裂進展速度曲線を求める新し い 試験
法を提案して い る ｡
こ れらの 成果は疲労き裂に 関する研究 の進歩に大 い に貢献するとともに強度設計 へ の 実用上の 寄与
も大き い ｡ よ っ て本論文は博士論文として価値 あるもの と認める ｡
- 386-
K こ よ に きな 域にわたって荷重前歴の影響を受けることを明らかにし，
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